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高卒 10年 ・客観的なキ ャ リア と主観的 なキ ャ リア の 架橋

　　　　　　　東京大学社会科学研究所高卒パ ネ ル （JLPS− H）
　　　　　　　　　　の イ ン タ ビ ュ

ー デー タをもとに

長尾 由希子 （聖 カ タ リナ大学）

1．は じめに

　日本で最初に キ ャ リア 教育とい う言葉が公 的

に登場 したの は、平成 11年 12月 の 中教審答 申で

ある。文部科学省 （2012 など）は、平成 23 年 1

月 の 中教審答申な どを引きなが ら、これま で の キ

ャ リア教育お よび周辺概 念に関する限界や概念の

変遷などに率直に言及 して い る。また、改めて 「キ

ャ リア 教育」 とは 「一人
一
入の 社会的 ・職業的自

立に向け、必要 な基盤となる能力や態度を育て る

こ とを通して 、キ ャ リア発達を促す教育」で 、「キ

ャ リア 」を職業生活に限定せず、「自分らしい 生き

方を実現し て い く過程」 で ある として い る。

　 しか し、実際に は こ の よ うなキ ャ リア の とらえ

方やキ ャ リア教育の在り方は広 まっ て い な い
。

　 こ ん に ちで は い ずれ の 学校段 階に お い て も、キ

ャ リア教育が重視され てい る。そ こ では能力や適

性、関心など多様な観点か ら自分を見つ め、また

自分史を掘 り下 げて 理解 し、自身の 来 し方行 く末

につ い て 考察するこ とが求め られて い る。べ 一ス

として は心理学の 知見が多く活用 され て い る 。 例

えばキ ャ リア ・ア ン カ
ー

とは 、 職業を選 ぶ 上で 自

分が譲れない 、錨の よ うに不動 の 、軸となる価値

観を指す。大まか に言えば、これ ら様 々 な概念を

援用す るこ とで 「自己 」 の 詳細な理解を 目指 し、

それ を軸に職業を選択する こ とが 目指され て い る。

　社会学にお ける知見も、学校の手段 的利用 とい

うか た ちで浸透 して い る。 学歴差に よ る格差拡大

な どは社会学が
一
般的な トピ ッ クにま で 広 めた。

学歴 にとどま らずさらに合理性 を求める発想は強

ま り、こ ん に ち の キ ャ リア教育に お い て は 、「自分

の 就きた い 職業の ため、それ と関連の ある資格等

を取得で きる学科 ・専攻の学校に 進学する」 とい

う考え方が大前提 とな っ て い る 。 か つ て こ の よ う

な発想は、専門学校進学者や
一

部の 専門職志望者

に限 られて い たが、現在で は児童生徒や家庭、学

校現場を広 く覆う標準的な発想 となっ て い る 。

　 しか し、現実に学科 と関連するよ うな職種に就

く者は多数派で はない （数値略）。就職先企業につ

い て も平成 27 年度の 大卒新入社員で第
一志望に

入社 した者は 53．0 パ ーセ ン トである（公益財団法

人 口本生産性本部 ・一般社団法人 日本経済青年協

議会「職業の あ り方研究会 」「働く こ との 意識調査」

http・〃 、 cti 。ity．　jp，−n， t．　jp〆d。t 。il／1， 。／。 cti 。ityOO1445．　ht。1）。

　また、仮に初職が能力や関心、学科 と密接に結

び つ い た職業で あ っ た として も、
一

生涯を通 じて

そ の よ うな職業選択をし続ける こ とは可能なの で

あろ うか。難 しい と言わざるを得な い で あろ う。

　揺るぎな い 基準や 「本 当の 自分」を追求する と

い うようなキ ャ リア観は、かえ っ て 当事者を追い

詰めた り、当事者の解釈や就労実態か ら大 きく外

れた りして い るの ではない だろ うか 。

　本報告で は、従来 の 観点 で は 必 ず し も順調 で は

なく winding と解釈 されやすい 数ケ
ー

ス の イ ン タ

ビ ュ
ーデータをもとに 、学校で の 学び と職業 ・就

職先選択に関して 当事者が どの よ うな説明を行 う

の かに注目する。それを通 し、（1 ）理論上は等価

で はない 事項が個人内では同列 に扱われ る こ と、

（2 ）ある時点で は選択され なか っ た要素が後に

選択の 基準にな り得る こ とを指摘 し、個人 の 中に

お ける連続性の感覚を、キ ャ リア に 関するとらえ

方の 枠組み として 提起 した い 。

2 ．分析に用い るデー
タ

　本報告で は、東京大学社会科学研究所高卒パ ネ

ル （JLPS−H）の イ ン タ ビ ュ
ー
調査デー

タを用 い る 。

JLPS−H は、2004 年 3 月に高校を卒業 した若者を

10年以上追跡 し、ほぼ毎年 の 定量的調査と数度 の

イ ン タ ビ ュ
ー調査を行 っ て い る、混合調査法に よ

る パ ネル 調査プ ロ ジ ェ ク トで ある。

一
部の 同

一
協

力者には 、 複数回 の イ ン タ ビ ュ
ー

を行 っ て い る 。

　対象地域は、首都圏の ある県を含む全国の 4県

で あ る （進学率 と無業率の 2 っ の 基準で抽出）。 回

答者は大卒者が多い とは い え、首都圏以外を含み、

給与水準そ の他な ど、地方の 現状を よく反映 して
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い る。また、2004年 3月の 高卒者は、概ねキ ャ リ

ア教育が提唱され始めた頃に 高校生活を送 っ て い

る 。 調査協力者が どの よ うなキ ャ リア教育、進路

指導を受けたかは量的調 査にお い て しかたずね て

い な い が、世代的に は 冒頭で指摘 したよ うな価値

観の広が りっ っ ある中で育っ た と言 えるであろ う。

3 ．分析方法および内容

　佐藤 （2008）は質的なデー
タ の 分析 にお い て 、

当事者の意味世界を研究者が研究者 コ ミュ ニ テ ィ

の 意味世界に変換する際 の 失敗例 （「薄い 記述」）

として 、ご都合主義的引用型、要因関連図型、読

書感想文型 、自己主張型 などを挙げ批判 して い る。

　JLPS−H の イ ン タ ビ ュ
ー
調査は 、

「分厚い記述 」

を意図し た質的調査 で は ない。本報告で は、当事

者 の 説明に登場する学校 ・職業 ・就職先決定に関

わる要素を拾い 、そ こ に共通する構造に注 目す る 。

目新しい 分析手法は用いず、佐藤 （前掲）の批判

す る型になるか もしれない が、それ によ り明らか

になる こ とが らもあると思われる。た とえば、量

的調査 で は質問項 目化 されて い ない もの の 当事者

に とっ ては意味 の ある要素や、デー
タと当事者の

意味世界との差などを検討する こ とが で きる。

育における枠組みを再検討する必要性を示唆する。

　こ こ で 提起 して い る こ とは 、

一
見ごくあた りま

えに思えるか もしれない ，冒頭で 挙げた 「キ ャ リ

ア」 の 定義に もな じみが よい よ うに思われる。だ

が、実は既存の 概念や枠組み にはない 見方で ある。

ごく平凡な見方が忘れ られ るほど、教育 ・研究現

場は性急で しか も実態にそ ぐわない 「合理的」な

説明枠組みに追い 立 て られて い るよ うに思われる。

　以上の分析は、あ くま で枠組み の 提案で あり、

ただちに
一般化することはで きない 。なお、詳 し

い 分析内容や考察、そ の他の参考 ・引用文 献一
覧

などは、当日の 報告お よび配布資料にお い て 示す。
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4 ．まとめ と課題

　本報告では、学校 ・職業 ・就職先選択を含むキ

ャ リア の とらえ方を、多様な node や引き出 しの 数

を増や しなが ら、どこ かに緩やかな引っ 掛か りを

見つ けて い くこ ととして提起 した い （図）。こ の よ

うな とらえ方には 、 次の 2 点の 意義があ る。

　 （1）キ ャ リア の 考え方につ い て、当事者 の 手

に意味を回復する こ とがで きる。負け組な ど格差

をめ ぐり流行 っ た表現 は他者 の 目による評価であ

る。結果、リス ク へ の警鐘 の意味合い よ り、当事

者を苛み、生き方 の 価値を剥奪す る側 面があ っ た 。

主観的な連続陸や関連性の 感覚を強調する こ とに

よ り、主体的に歩み、コ ン トロ ー
ル して い る感覚

をもっ こ とができる。それは、移行の在 り方や職

業生活の展開が 自明性を失 う時代によすが となり

得る感覚で ある し、客観的に は失敗 と解釈 されや

すい事態（第一希望の未達成など）が発生した際、

立 ち直 りや打開策の模索にもつ なが り得る 。

　 （2 ）上記は、単にナ ラ テ ィ ブな解釈の 重要性

を提案 して い るわけで はない。現行 の キ ャ リア教

劇 φ ゆ 一虹 一 飆 正社・ ◎  

　　　　　 図　キャ リアのとらえ方

（キャ リア ・ノ ー
ド ノキャ リア ・チ ェ

ー
ン ／キャ リア

・モ ビール）
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